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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第44期

第２四半期
連結累計期間

第45期
第２四半期
連結累計期間

第44期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年９月30日

自 2020年４月１日
至 2020年９月30日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 (百万円) 1,780 1,648 3,681

経常利益 (百万円) 117 118 311

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 76 51 256

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 76 52 256

純資産額 (百万円) 2,372 2,539 2,552

総資産額 (百万円) 3,176 3,442 3,340

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 69.71 47.36 243.31

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 74.5 73.5 76.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 94 110 392

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △26 △21 △31

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △89 86 △150

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 1,134 1,538 1,364
 

 

回次
第44期

第２四半期
連結会計期間

第45期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年７月１日
至 2019年９月30日

自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 32.53 45.66
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により実体経済に多大な影響

が発生し、厳しい状況に転じました。

このような新型コロナウイルス感染症流行下において、当社グループは「地域の感染拡大防止」と「従業員の安全

確保」という社会的責任を果たすため、国内の全店舗を4月初旬から４月末まで全店休業し、一部テナント店舗は５月

末まで休業いたしました。また、タイ王国の倉庫型店舗は３月末から４月末まで、テナント店舗は４月から５月中旬

まで休業いたしました。営業再開後も時短営業、ソーシャルディスタンスの確保、レジ前のビニールシートの設置、

店舗への消毒液やマスクなどの配備等を実施し、新型コロナウイルスの感染拡大防止に努めております。

５月の営業再開後は、前連結会計年度に引き続き、成長のための体制づくりとマネジメント力の強化を積極的にす

すめるとともに、収益の改善に努めてまいりました。

具体的には、攻めと守りの５つの戦略を通じて、主に売上総利益率の改善と販管費の適正化を推進しております。

営業政策面では、「新しい日常」に対応すべく、ネット通販の強化、スポーツ・アウトドアのジャンル強化等を進

めました。店舗政策面では、タイ王国４号店となるWattmann Sukhumvit 39店を2020年８月にオープンいたしました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同期と比べ１億31百万円(7.4%)減収の16億48百万円とな

りました。これはタイ王国の３店舗と海老名店を中心とした新店が前年同期と比べ32百万円(19.2％)増収の２億３百

万円であったものの、４月全店休業により、既存店が前年同期と比べ１億64百万円(10.2%)減収の14億45百万円となっ

たことによります。

商品カテゴリー別の売上高では、電化製品等が前年同期と比べ９百万円(2.6%)減収の３億57百万円、服飾等が１億

46百万円(21.5%)減収の５億36百万円、パッケージメディア(本・CD/DVD・ゲーム)が21百万円(4.6%)減収の４億50百万

円、その他はホビー専門業態(ワットマンホビー)のスタート等により45百万円(17.8%)増収の３億４百万円となりまし

た。

売上総利益は、売上減収のため前年同期と比べ94百万円(8.0%)減益の10億86百万円、売上総利益率65.9%となりまし

た。既存店は92百万円(8.6%)減益の９億82百万円、新店は１百万円(1.5%)減益の１億３百万円となりました。

商品カテゴリー別の売上総利益については、電化製品等が前年同期と比べ０百万円(0.1%)増益の２億42百万円、服

飾等が１億13百万円(26.1%)減益の３億22百万円、パッケージメディア(本・CD/DVD・ゲーム)が５百万円(1.9%)減益の

２億96百万円、その他は28百万円(14.5%)増益の２億24百万円となりました。

販売費及び一般管理費においては、一部店舗における営業時間短縮に伴う臨時傭人費や用水光熱費の減少、及び休

業期間中の人件費、家賃、減価償却費等の固定費39百万円の特別損失への計上等により、前年同期と比べ95百万円

(9.0%)減少し９億68百万円となりました。既存店では前述の事由により99百万円(10.5%)減少の８億46百万円、新店で

はタイ王国子会社の店舗増加等により３百万円(3.0%)増加の１億22百万円となりました。

上記の結果、営業利益は、前年同期と比べ１百万円(1.2%)増益の１億17百万円となりました。既存店は６百万円

(5.1%)増益の営業利益１億36百万円、新店は５百万円減益の営業損失19百万円となりました。経常損益は前年同期と

比べて１百万円(0.9%)増益の１億18百万円となりました。

経常利益以下については、臨時休業による損失39百万円を計上した結果、税金等調整前四半期純利益が前年同期と

比べ31百万円(26.4%)減益の86百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は24百万円(32.1%)減益の51百万円となり

ました。

上記の通り４月を中心とする休業の影響により減収となりましたが、当第２四半期連結累計期間において営業利益

増益となりました。また５月から９月の当社単体売上高は前年同期並みの14億96百万円、売上総利益は前年同期を上

回る９億96百万円、営業利益は前年同期と比べ63百万円(59.5%)増益の１億70百万円となりました。このように５月以

降の業績は急回復しており、休業による業績への影響は一時的、限定的で、「新しい日常」においても当社のビジネ

スモデルは有効であると考えております。

なお、2019年3月以前より同一業態で営業中の事業所を既存店、その他事業所を開閉店としております。
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（2）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、34億42百万円となりました。

（流動資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、22億26百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億16百

万円増加いたしております。

これは、現金及び預金が１億74百万円増加、売掛金が５百万円増加し、商品が67百万円減少したことなどが主な要

因であります。

（固定資産）

当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、12億16百万円となり、前連結会計年度末に比べ14百万円

減少いたしております。これは、有形固定資産が22百万円減少、敷金及び保証金が４百万円減少し、その他投資が15

百万円増加したことなどが主な要因であります。

（流動負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、４億49百万円となり、前連結会計年度末に比べ18百万円

増加いたしております。

これは、短期借入金が24百万円、１年内返済予定長期借入金が28百万円増加し、未払法人税等が７百万円、賞与引

当金が９百万円減少したことなどが主な要因であります。

（固定負債）

当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、４億54百万円となり、前連結会計年度末に比べ97百万円

増加いたしております。　　　

これは、長期借入金が99百万円増加したことなどが主な要因であります。

この結果、負債合計は９億３百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億16百万円の増加となりました。

（純資産）　　　

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、25億39百万円となり、前連結会計年度末に比べ13百万円減

少しております。

これは、親会社株主に帰属する四半期純利益が51百万円計上されたこと、配当金が65百万円あったこと等により利

益剰余金が13百万円減少したことが主な要因であります。

これらの結果、自己資本比率が73.5％となりました。

 
（3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、15億38百万円となり前連結会計

年度末に比べ、１億74百万円増加しました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、１億10百万円の収入となり前年同期と比較し

15百万円増加しました。これは主に、キャッシュ・フロー増加要因としてたな卸資産の増減額が77百万円増加、未払

費用の増減額が18百万円増加した一方、減少要因として税金等調整前四半期純利益が31百万円減少、法人税等の支払

額が17百万円増加、未払消費税等の増減が23百万円減少したこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、21百万円の支出となり前年同期と比較して４

百万円支出減となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出が17百万円減少した一方、その他の支出が

14百万円増加したこと等によるものであります。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、86百万円の収入となり前年同期と比較して１

億76百万円収入増となりました。これは主に、長短借入金による収入(純額)が２億16百万円増加した一方、配当金の

支払が32百万円増加したこと等によるものであります。

 

（4）経営方針・経営戦略等

当社グループの経営方針は、既存コア事業の強化(「攻めと守りの５つの戦略」)、スピンアウト戦略(特定商材の独

立専門業態化)及び海外戦略(単なる海外進出にとどまらない、国内店舗の生産性向上と「トコトン買取」との連携)を

行う事としております。

中期的には強い経営基盤をもとにM&Aや新規事業への積極投資による更なる成長を目差しております
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（5）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

（6）研究開発活動

該当事項はありません。

 

（7）従業員数

当第２四半期連結累計期間において、従業員の著しい増減はありません。

 

（8）仕入及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、仕入及び販売実績の著しい変動はありません。

 

（9）主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、主要な設備の前連結会計年度末における計画の著しい変更はありません。

 

（10）経営成績に重要な影響を与える要因

当社グループのリユース事業のブックオフ業態は、ブックオフコーポレーション株式会社とのフランチャイズ契約

によるものです。

今後の出店エリアとして神奈川県東部及び東京都内を視野に入れておりますが、ブックオフ業態の出店に関しては

フランチャイザーの承認が必要であります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

 

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,400,000

計 2,400,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,136,854 1,136,854
東京証券取引所
JASDAQ
（スタンダード)

単元株式数は100株であ
ります

計 1,136,854 1,136,854 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

 

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年９月30日 ― 1,136,854 ― 500,000 ― 240,835
 

 

(5) 【大株主の状況】

 

2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自己
株式を除く。)の
総数に対する所
有株式数の割合

(％)

株式会社ハードオフコーポレー
ション

新潟県新発田市新栄町３－１－13 161 14.7

川　畑　泰　史 神奈川県横浜市泉区 108 9.9

株式会社SBI証券 東京都港区六本木１－６－１ 104 9.5

清　水　一　郷 神奈川県横浜市泉区 69 6.3

田　中　玲　子 東京都中央区 63 5.8

田　中　和　雄 東京都中央区 44 4.0

渡　邉　未　来 東京都中央区 43 3.9

堀　内　裕　紀 東京都中央区 43 3.9

清　水　とも子 神奈川県横浜市泉区 40 3.7

川　畑　　　遥 神奈川県横浜市泉区 40 3.6

計 ― 718 65.6
 

(注)　上記のほか当社所有の自己株式43千株(3.8％)があります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2020年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）　
普通株式 43,200
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

10,918 ―
1,091,800

単元未満株式(注)
普通株式

― ―
1,854

発行済株式総数 1,136,854 ― ―

総株主の議決権 ― 10,918 ―
 

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には自己株式90株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2020年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ワットマン

神奈川県横浜市旭区鶴ヶ峰
本町１丁目27番13号

43,200 - 43,200 3.8

計 ― 43,200 - 43,200 3.8
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期連結累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2020年７月１日から2020年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,364,151 1,538,721

  売掛金 70,904 76,065

  商品 568,113 500,160

  その他 106,365 111,469

  流動資産合計 2,109,534 2,226,416

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物(純額) 179,016 167,637

   土地 382,457 382,457

   その他 82,869 71,783

   有形固定資産合計 644,343 621,877

  無形固定資産 21,481 17,645

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,685 4,602

   敷金及び保証金 483,226 478,764

   その他 77,831 93,630

   投資その他の資産合計 564,743 576,997

  固定資産合計 1,230,568 1,216,521

 資産合計 3,340,102 3,442,937

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 17,514 16,337

  短期借入金 - 24,430

  1年内返済予定の長期借入金 120,560 149,120

  未払法人税等 59,621 51,701

  賞与引当金 26,600 17,533

  その他 206,941 190,415

  流動負債合計 431,238 449,537

 固定負債   

  長期借入金 236,100 335,360

  退職給付に係る負債 25,500 28,819

  その他 94,645 89,963

  固定負債合計 356,246 454,143

 負債合計 787,484 903,680
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 500,000 500,000

  資本剰余金 1,659,861 1,659,861

  利益剰余金 539,013 525,195

  自己株式 △57,570 △57,570

  株主資本合計 2,641,305 2,627,487

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △346 569

  土地再評価差額金 △95,726 △95,726

  為替換算調整勘定 109 △115

  その他の包括利益累計額合計 △95,963 △95,272

 非支配株主持分 7,275 7,041

 純資産合計 2,552,618 2,539,257

負債純資産合計 3,340,102 3,442,937
 

 

 

EDINET提出書類

株式会社ワットマン(E03186)

四半期報告書

13/24



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 1,780,583 1,648,626

売上原価 600,477 562,575

売上総利益 1,180,105 1,086,051

販売費及び一般管理費 ※1  1,064,210 ※1  968,765

営業利益 115,895 117,285

営業外収益   

 受取利息 950 717

 受取配当金 61 55

 受取手数料 3,758 3,623

 その他 1,282 1,089

 営業外収益合計 6,053 5,485

営業外費用   

 支払利息 1,872 1,787

 長期前払費用償却 2,188 2,188

 その他 231 61

 営業外費用合計 4,291 4,037

経常利益 117,657 118,733

特別利益   

 保険差益 172 1,712

 補助金収入 - ※2  5,635

 投資有価証券売却益 218 77

 特別利益合計 390 7,426

特別損失   

 臨時休業による損失 - ※3  39,231

 特別損失合計 - 39,231

税金等調整前四半期純利益 118,048 86,927

法人税等 41,807 35,132

四半期純利益 76,240 51,795

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 76,240 51,795
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純利益 76,240 51,795

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 630 915

 為替換算調整勘定 76 △458

 その他の包括利益合計 706 456

四半期包括利益 76,947 52,252

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 76,908 52,486

 非支配株主に係る四半期包括利益 38 △233
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 118,048 86,927

 減価償却費 38,229 32,570

 長期前払費用償却額 2,676 3,087

 差入保証金償却額 1,461 1,304

 賞与引当金の増減額（△は減少） △3,800 △9,066

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 828 3,319

 受取利息及び受取配当金 △1,012 △772

 支払利息 1,872 1,787

 為替差損益（△は益） 198 280

 投資有価証券売却損益（△は益） △218 △77

 売上債権の増減額（△は増加） 98 △5,163

 たな卸資産の増減額（△は増加） △10,099 67,306

 仕入債務の増減額（△は減少） 9,045 △1,172

 未払費用の増減額（△は減少） △15,685 2,815

 未払消費税等の増減額（△は減少） 2,105 △21,124

 その他 △23,786 △9,078

 小計 119,964 152,944

 利息及び配当金の受取額 67 67

 利息の支払額 △1,825 △1,794

 法人税等の支払額 △23,264 △40,963

 営業活動によるキャッシュ・フロー 94,942 110,254

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △23,852 △5,890

 無形固定資産の取得による支出 △2,550 △818

 投資有価証券の売却による収入 781 296

 敷金及び保証金の差入による支出 △1,506 △5,223

 敷金及び保証金の回収による収入 8,802 8,802

 貸付けによる支出 △3,550 -

 その他 △4,690 △18,989

 投資活動によるキャッシュ・フロー △26,566 △21,824
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） - 23,984

 長期借入れによる収入 - 200,000

 長期借入金の返済による支出 △64,280 △72,180

 自己株式の取得による支出 △19 -

 配当金の支払額 △32,590 △65,446

 非支配株主からの払込みによる収入 7,162 -

 財務活動によるキャッシュ・フロー △89,728 86,357

現金及び現金同等物に係る換算差額 △442 △217

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △21,795 174,570

現金及び現金同等物の期首残高 1,156,395 1,364,151

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,134,599 ※  1,538,721
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 

該当事項はありません。

(会計方針の変更等)

　該当事項はありません。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

（税金費用の計算）

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

(追加情報)

 

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時

期等を含む仮定について重要な変更はありません。
 

 
(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

役員報酬　 35,102千円 42,025千円

給料手当及び賞与　 412,469 〃 388,247 〃

賞与引当金繰入額　　 21,000 〃 17,533 〃

退職給付費用 1,859 〃 3,555 〃

賃借料　　　　　 237,464 〃 199,580 〃
 

 

※２　補助金収入

新型コロナウイルス感染症に係る雇用調整助成金及び持続化給付金等であります。

※３　臨時休業による損失

緊急事態宣言を踏まえ、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、当社グループ店舗を臨時休業したこ

とにより発生した固定費等（人件費、地代家賃、減価償却費等）であります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

現金及び預金 1,134,599千円 1,538,721千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

―千円 ―千円

現金及び現金同等物 1,134,599千円 1,538,721千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年９月30日)

1．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 32,807 30.00 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金
 

 

2．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

 

　　　　該当事項はありません。

 

3．株主資本の著しい変動

 

　　　　該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自　2020年４月１日　至　2020年９月30日)

1．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日
定時株主総会

普通株式 65,613 60.00 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金
 

 

2．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

 

　　　　該当事項はありません。

 

3．株主資本の著しい変動

 

　　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは単一のセグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

１株当たり四半期純利益 69円71銭 47円36銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 76,240 51,795

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

76,240 51,795

普通株式の期中平均株式数(千株) 1,093 1,093
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません
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２ 【その他】

 

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

２０２０年１１月１３日

株式会社ワットマン

取締役会  御中

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所
 

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 原　　　秀　敬 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 牧　野　幸　享 印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ワット

マンの2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ワットマン及び連結子会社の2020年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

EDINET提出書類

株式会社ワットマン(E03186)

四半期報告書

23/24



 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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